VI 液体He^4の素励起 by 大見, 哲巨
Title VI 液体He^4の素励起
Author(s)大見, 哲巨




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
Ⅵ 液 体 He4 の 素 励 起






pkOo , Pk-譲 与 eikri









と有名な Feynmanの spectrum が得られる｡この speCtrum の与える rotonminト















次に摂動法によるLandauspectum の計算を見てみよう｡'まず第 0近は Feynman

























最近 PhononSpectrum すなわち eOt)- ck(1-γk2+- )と書いた時のγに対す
る議論が盛んである｡少 し前までは Spectrum の安定性の議論からγ>0と思われて
いたが,超音波吸収,比熱等の実験を説明するために γ<0でなければならないという
ことが言われ出 した｡γに対する理論計算で,完全な firstprinciple から定量的に
信用できる計算は, hardcore の処理等困難がともなう｡そこで, S匪)が与えられた
として出発する Feynman-Cohen, Jackson-Feenberg の計算の拡張が考え､られ

















































果を取 り入れていく,といった計算である｡例えば, Iwamoto13)の計算は第 1近似の
準粒子とそれらの間の相互作用をfirstprinchpleから求める｡次に,相互作用を
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separable と仮定してTamm-Dancoff近似をとる｡相互作用の特徴的な性質を使え
ば, twobranchの構造について,grossなことはきめることができるO-方Ruva-
1ds,Zawadowski凄 14)Q)論文では,第 1近似の準粒子をFeynman-Cohenの準粒
子とし,これ とtruerotonとのco岬lingを考える｡Ruvalds達は,Green関数を
用いた計算であるが,第 1近似の準粒子のとーり方 とcouplingの強さをconstantにお
いていることをのぞけば,解 くべき固有値方程式は,Iwamotoの場合とまったく同じ
である｡この固有値方程式で注意すべきことtj:,Raman 散乱の実験で有名な2ARの下
にあらわれるbindsltateが,第-近似の準粒子のエネルギーが,2ARに下から近
っ くにつれて,連続スペクトルの中に入ってしまうことである｡Ruvalds達15)は彼等
の議論 をさらに進めて,固体液体の相転移にあたるというinstabilityについて論 じ
ている｡
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